
課 課 課

課 長 係 長 係 員 課 長 係 長 係 員 課 長 係 長 係 員

調 査 の 結 果 、 中 間 前 金 払 が で き る 要 件 を 具 備 し て い る こ と か ら 認 定 し て よ ろ し い か 。

中 間 前 金 払 認 定 請 求 書

工  事  名

工 事 場 所

工   期

年 月 日  か ら

年 月 日  ま で

契 約 金 額 円

  上 記 工 事 に つ い て 、 工 事 履 行 報 告 書 を 添 付 し 、

中 間 前 払 金 に 係 る 認 定 を 請 求 し ま す 。  

年 月 日

（ あ  て  先 ）

福 岡 市 水 道 事 業 管 理 者

請 求 者 住 所

氏 名 , 



工 事 履 行 報 告 書

年 月 日

（ あ て 先 ）

福 岡 市 水 道 事 業 管 理 者

（ 受 注 者 ） 　

住 所  

氏 名 , 

工  事  名

工   期   年   月  日 か ら  年   月   日 ま で

報 告 日 付 年 月 日 現 在

月 別 予 定 工 程 ％
実 施 工 程 ％  

(  ） は 予 定 工 程 と の 差

作 業 に 要 す

る 経 費  ％  

  年   月 ％ ％  （ ） ％

月 ％  ％  （ ） ％

月 ％ ％  （ ） ％

月 ％ ％  （ ） ％

月 ％  ％  （ ） ％

月 ％  ％  （ ） ％

月 ％  ％  （ ） ％

月 ％  ％  （ ） ％

月 ％  ％  （ ） ％

月 ％  ％  （ ） ％

月 ％  ％  （ ） ％

月 ％  ％  （ ） ％

(記 載 欄 ) 

課 長 係 長工 期 の ２ 分 の １ 以 上 で 当 該 時 期 ま で に 実 施 す べ

き 作 業 が 行 わ れ 、作 業 に 要 す る 経 費 は ２ 分 の １ 以

上 で あ る こ と を 確 認 し た 。  

年     月    日

（ 監 督 員 ） 所 属 

氏 名                       , 



中 間 前 金 払 認 定 調 書

契 約 の 相 手 方

住 所

氏 名

工 事 名

工  事  場  所

工 期

  年   月   日 か ら

  年   月   日 ま で

契  約  金  額 円

摘 要

 上 記 の 工 事 に つ い て は そ の 進 捗 を 調 査 し た と こ ろ 、 中 間 前 金 払

を す る こ と が で き る 要 件 を 具 備 し て い る こ と を 認 定 す る 。

 年   月  日

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 一 丁 目 2 8 番 1 5 号

福 岡 市 水 道 事 業 管 理 者

, 



請求者 住所

氏名 印

　　次のとおり中間前金払を請求します。

拾億 億 拾万 万 拾 円

　　　　　　　年　　　　月　　　　日

　　　　　　　年　　　　月　　　　日　から

　　　　　　　年　　　　月　　　　日　まで

円

円

％

円

％

円

　起案　　　　　　　年　　　月　　　日

　決裁　　　　　　　年　　　月　　　日

課　　 課　　 課　　

課　長 係　長 係　員 課　長 係　長 係　員 課　長 係　長 係　員

中 間 前 金 払 審 査 結 果 及 び 支 出 伺

中間前金払請求書に基づき内容検討の結果適当と認めます。

なお，福岡市水道局契約事務規程第３８条の２の規定により前金払してよろしいか。

中 間 前 金 払 請 求 書

　　　　　 　年　　　　月　　　　日

（宛先）
　　福岡市水道事業管理者

金　額

千万 百万 千 百

支払済の前金払の額

支払済の前金払の率

記

契 約 件 名

契約年 月日

履 行 期 間

■ 請求金額確認欄

前金等の支払額

 (Ａ)

 (Ｂ)

 【((Ｂ)＋(Ｃ))≦(Ａ)×60%】

契　約　金　額

中間前金払の額

中間前金払の率

 (Ｃ)＝　　中間前金払の請求金額
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